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1
 例えば、財務省やその関連団体、中央銀行、国会、最高会計検査機関（Supreme Audit Institution: SAI）、
市民社会などの組織は互いに利害関係にあり、それぞれの役割のもとで独自の戦略に基づいて行動




イツ技術協力公社（Deutsche Gesellschaft fuer Technische Zusammenarbeit: GTZ）へのインタビュー調















以下、まず第 2 節では財政問題が発生する主な原因となる 4 つの問題について内容の確
認をおこなう。第 3 節では透明性の定義付けに関する考察を行い、続く第 4 節で、財政の
透明性について取り扱った先行研究を整理するとともに、経済成長モデルの枠組みの中で
理論モデル化されたものについて簡単な紹介を行う。以上を参考として得られたモデル化














                                                     
3






































支出や財政赤字、公的負債の額が増加することが知られている（Kontopoulos and Perotti 
[1999]）。また、各大臣は国民ではなくおもに省庁の意向を考慮するため、同様の問題が内
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 Weingast et al. [1981]および Velasco [1999]を参照。 
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2.3. 政治的予算循環問題6（Political Budget Cycle Problem） 
 
政治家が再選を誘導するため、選挙前の公共事業や財政支出が増加する傾向があるとい






























                                                     
6
 Nordhaus [1975]および Rogoff and Sibert [1988]を参照。 
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（Alesina et al. [1999]）。一日にして財政システムを完全に透明化することは不可能であろ
う。 
以上を考慮すれば、財政の透明度を状態（ストック）変数としてモデル化することが妥
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 ここでの議論は、Teig [2009]に依るところが大きい。 
9
 IMF は、国際金融危機防止の一環として一般データ公表基準（General Data Dissemination Standards: 
GDDS）および特別データ公表基準（Special Data Dissemination Standard: SDDS）を整備している。
http://www.imf.org/external/np/exr/facts/jpn/dsbbj.htm などを参照されたい。 
10
 Kopits and Craig [1998]などを参照。 
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与えるとした Kopits and Craig [1998]、財政の透明性が低い国への国際資本流入のレベルが低いこと
を示した Gelos and Wei [2005]や Erbas[2004]、Drabek and Payne [2002]、財政の透明性の高い国がより













高い透明性が良い汚職管理と正の関係にあることを実証した。また、Kaufman and Bellver 
[2005]は、経済的および制度的透明性は汚職の発生件数を有意に減尐させることを示して









Alesina and Perotti [1996]および Poterba and von Hagen [1999]は、透明性の向上が財政赤字
を減らし、財政引き締めと支出管理を達成しやすくする効果を持つことを示している。 
Shi and Svensson [2002]は、政治家が有能であることを装うために負債発行による公共財
供給（単なる支払いの先送り）を行うような Political Agency モデルを提案し、財政もしく
は予算の透明性は投票者がどれだけ将来にわたって負債動向を観察できるのかを決定し、
その結果、在職の政治家が有能であることを装うために負債を利用することができる程度
を規定するとしている。Alt and Lassen [2006a]は、公共支出に関して異なる選考を持つ複数
政党を取り扱う方向で Shi and Svensson [2002]のモデルを拡張し、透明性の向上は負債蓄積
タイプの政党の数を減尐させる効果を持つことを示した。さらにAlt and Lassen [2006b]は、
公的負債の蓄積に対する財政の透明性向上の効果を分析するため、政党による Career 
Concern（就職）モデルを提案し、モデルの妥当性テストのための財政の透明性指標を作成










Kaufmann and Bellver [2005]は透明性および説明責任の向上を目的とした改革を実施する
うえで一番の鍵となるのはインセンティブの問題であるとし、透明性の向上によってより
効率的な資源配分と制御の容易な制度を実現することができるとしても、政府がそのよう
























とも発展したモデルを提供している Ellis and Fender [2006]について、その内容を簡単に紹
介しておきたい。 






























程の初期段階で取り組まれるべき課題であると考えている。ただし、Alesina and Perotti 
















は、金融危機およびそれに対応するために要請される IMF 支援であろう。たとえば 1997
年のアジア通貨危機の際には、クローニー・キャピタリズム（Crony Capitalism）と呼ばれ
る構造的脆弱性の存在がインドネシアや韓国などで露見し、その後、汚職撲滅に向けた積
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 Rodrik [2009]は、トルコ経済を襲った 1994 年、2001 年、および 2008 年の 3 度の経済危機に関す
る比較検討を行っており、興味深い。 
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あれば、Ellis and Fender [2006]とともにモデル作成のベースとして利用することを考えたい。 
次に、何らかのショックがきっかけとなって財政改革や透明性の向上への取り組みが開
始されるような状況をサポートしてくれるような国別事例を探索し、その内容を確認する。
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